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YellowstoneNationalParkの 大 火 災 とそ の 後 の経 過

池 田 碩 零

TheGreatFireinYellowstoneNationalPark

andAfterwards

HiroshiItcEnA

1.は じめ に

Yellowstone国 立公園はアメリカ合衆国中西部のWyoming州 を中心 に、一部Montana・

Idaho州 にまたがる世界最古の国立公園(1872年 設置)で ある。その面積は2,221,772Acres

(9000㎡ で日本の四国のほぼ2分 の1)に 及び、広大な原生林と多 くの間欠泉や温泉とBison,

Moose,Bear,Elk等 貴重な野性動物の生息地として著名である。

地形的には、GreatRo6ky山 中に当り、特にこの0帯 は巨大な火山地域を形成 しており、公

園中央部のイエロース トソ湖はカルデラ底に湛えた湖である。

本国立公園は、原生林におおわれた広大な森林公園であるため、毎年どこかで落雷による火

災が発生 している。 しかしながら、1988年 夏の火災は、多数 ヶ所で発生し、長期にわたって延

焼 したため、開園以来最大規模の大森林火災となり、焼失面積は1,415,590Acresに 達 して し

まった。

その被害は、火災Lrよ る樹林自体の焼失のみならず、原生林を中心 とした自然景観の破壊、

野性動物の焼死や次年度出産数の減少、地元観光産業への悪影響等、自然 ・社会の両面にわた

り大きな打撃をあたえた。

筆者は、 この大火災発生5年 前に2回(1983年5月 と同年8月)地 形 ・地質調査のためこの

地域を訪問 した経験があ り、この大火災に注 目し、発生か ら鎮火までほぼ3ヶ 月間にわたって

その関連ニュースを追うていた。さらにその後 もこの火災に関す る若干の報告書を手に入れ読

んでいたが、大火災から3年 後(1991年7月)に 、U.S.Aで の地形調査の際に再訪 し、火災

後の変化の状況を観察することができた。またその折、多 くの資料や文献 も入手することがで

きた。そこで、この機会に筆者の観察 してきた大火災地域の状況や文献を通 して、この火災時

と現状を現地ではどう捉えているのかを探ってみた。さらにこの大火災を通 して、U.S.Aに

おける自然観、および国立公園の管理や自然保護の進め方が、 日本のそれとどのように異なっ

ているかについて筆者の感 じた点を整理 しておくことに した。

平 成4年9月30日 受理.地 理 学 教 室DeptofGeography
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2.火 災の発生と経過

A.火 災の発生と拡大

1988年 は、初夏から降雨の きわめて少ない天候が続いた。 しかもそれが6月 、7月 、8月 と

長期にわた り、112年 ぶ りというレコー ドを作った。そ して、この間に次々と落雷による火災

を発生させた。その数は、なんと249ヶ所に及んだという。出火地点があま りにも多いので、

主な火災地域には地域名を冠 した名称が付けられたが、そのうちでも大 きなもの13の 火災地域

名を出火の順に記 しておく。
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Figure1.LocationsoftheSourcesofthe13MaiorYellowstoneFires

図1.イ エ ロー ス トソ火 災 の 主 要13出 火 地

① 最 初 の 火災 は6月14日 に公 園 に接 す る北 東側 のCusterN,Forest`s発 生 し、公 園 内 へ と延 焼 して き た

Sto正mCreekFireか ら始 ま うた 。

②6月23日 ・公 園南 西 部 のShoshoneLakeFire

③6月25日 ・北 西部 のFanFire

④7月1日 ・南 西部 のRedFire

⑤7月5日 ・北 部 のLavaFire

⑥7月9日 ・東 部 のMistFire

⑦7月11日 ・東北 部 のCloverFire

⑧7月11日 ・東 部 のRavenFire

⑨7月11日 ・東 南部 のMinkCrcekFire

⑩7月12日 ・西 南部 のFallsFire
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⑪7月18日 ・東南部のPassageF廿e

⑫7月20日 ・東部のLovelyFire

⑬7月22日 ・西部のNorthForkFireの 出火を最後とするが、その後、8月、9月と延焼地域を拡大し続け

た。やっと9月11日に例年より早い初雪をむかえ、結局それ以後の降雪が大火災を最終的には鎮火させた。

B.火 災への対応

はじめは、落雷による火災は毎年発生していることから、それは自然現象の一部として放置

されていた。 ところがこの年の夏の場合は、上記 したように初夏から次々と落雷火災が発生、

しかも延焼地域が拡大して きた。

そこで、途中から急遽消火活動を展開することに方針を変更 した。 しかしその時点ですでに

火災は公園のほぼ全域にパッチ状に拡大 しており、地元消防隊の他、軍隊を大量に動員 して消

火作業に当たったものの、人力のみでは鎮火させきれなかったのである。この点については第

4章 で具体的に述べる。

C.結 果

公園を中心とする火災の発生地(図1)と 延焼地域(図2)は 地図に示 したが、その総面積

は人工衛星画像からの計測では公園面積の44.5%に 当るとされているが、軽い火災地域を含む

と公園面積の60%に 達 している。

そして、今回の火災面積はこの公園外ではあるが、1910年 に西MontanaとIdaho州 での500

万Acresが 焼失 した火災に次 ぐ規模であった。

今回の消火作業には、公園管理部、周辺地域消防隊、さらに陸軍 と海兵隊等含めて延約3万

人が当った。

費用は平均 して1日 に付$150万 。最 も多 く使用 した日は9月9～10日 にかけての24時 間で

$600万 。全体費用のほぼ3分 の1は 最大火災地域のNorthforkFireで 使用された。

結局消火活動費の総額は$111,377,623で 、その内訳は、43%が 作業員への支払い、23%が

空からの消火作業費、18%が 消火機材や食糧 ・Tソ ト・ス リーピソグバッグ等、16%が その他

の雑費であった。

3.火 災による被害と生態系への影響

A,植 生

Yellowstone公 園地 域の樹種 の大部分 は、 カ リシューム分の少 ない火山性土 を好 む

Lodgepolepineが 大部分を占め、他にWhitebarkPine,Douglasfir,Subalpinefirが 若干

混生するとい うきわめて単純な植相からなる原生林地域である。 このようなPine(松)と わず

かなFir(モ ミ)の樹種からなる公園の総面積222万 工一力の うち、141万 工一力が今回の大火災

によって焼失 したものである。ただ し、その うち樹林がほぼ完全に焼けた面積は988,925エ ー

カ、樹林の上方部を燃やした状態の地域が426,575エ ーカであった。

火災後の土壌調査の結果では、強烈な火災に襲われた地域では、樹林だけではなく、表土層

も焼けて赤 く変色 している。ここでは植生が進入 し再生す るには10年位はかかるが面積的には

そ う広 くはないと予測された。
一方、樹林の枝 ・葉は焼けたが樹木自体は枯れ木の状態で残った地域では、上方から太陽光

がさし込み、焼けた灰が肥料となったため、翌春の下草は例年 より良 く成育 したという。また、

軽 い火災の部分では火災で松笠がは じけて種子が飛び出しやす くなるため、翌春の萌芽の促進

役とtxっていることも知られている。
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B.動 物

この公 園 には 、 野 性 の 大 型 哺 乳 動 物 が 多 数 生 息 して い る こ とで 著 名 だ が、 これ らの動 物 は今

回 の大 火 災 に よ りどの よ うな 影 響 を 受 け た の だ ろ うか 。

そ こで 、 こ こに動 物 達 が冬 場 にす ごす公 園 北部 地 域 で 調 査 され た デ ー タ をFranrasJ.Singer

等 の論 文 よ り示 して お く。 冬 場 公 園 北部 一 帯(RoseCreek,AmethystCreek,Blacktail

DeerCreek>に は 、22,500頭 位 のElk、2,500頭 位 のBisom、2,500頭 位 のMuledeer、400～

500頭 位 のPronghornAntelope、250～400頭 位 のBighomsheep、200頭 位 のMooseが 生 息 し

て い る。

この う ち、 最 も頭 数 の 多 い大 型 鹿Elkを 例 に、 死 亡地 及 び 火 災 前 と後 で の 変 化 の 状 況 を取 り

あ げて お く。

まず 、 大 火災 で死 亡 した地 域 に つ い て の分 析 と して 図3は 、 ど の よ うな植 生 の と ころで 死 亡

して い るか を示 す 。 この 図 に よ る とElk達 が 通 常 生 活 して い るLodgepolepineの 樹 林 地 帯 内 で

最 多 で あ り、 さ らに は モ こか ら逃 げ て森 か ら出 た ど ころ で多 くが 死 亡 して い る。 図4は どの よ

う な地 形(傾 斜)の と こ ろで 死 亡 した か を 示 す 。 この 図 に よ る と、 や は り最 も多 い の は通 常

E】kが 好 ん で 生 活 して い る12。 ～24。 の傾 斜 地 が最 多 とな って お り、 つ い で 多 い の は低 地 へ逃

げ 降 りた と こ ろで死 亡 して い る こ とが わ か った。

Figure2.StreamsystemandburnedareasOct.1988

図2,水 系 と 火災 に よ る競 失 地 域
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Figure3.Covertypeswherefire--killedElkcarcasseswerelocatedin1988

図3.エ ル クが死 亡 して い た 地域 の植 生
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Figure4.Slopeswherefire-killedElkcarcasseswerelocatedin1988

図4.エ ル ク が死 亡 して いた 地 域 の 傾 斜
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図5.火 災 前 と 後 で の 、 エ ル ク の メ ス100頭 中 の オ ス と子 供 の 割 合
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図6.樹 林 が 焼 け た 地 域 、 ま ば ら に焼 け た地 域 、 焼 け な か った地 域 で の エル クの 頭数

次に火災前と後での生息状況の比較分析をみよう。そのうち図5は メス100頭 中でオスと子

供の数がどのように変化 したかを示す。この図によると翌春にはオスも減ってはいるが、子供

達の数が大 きく減 じていることがわかる。さらに生息地域 自体がどう変化 しているかを示 した

のが図6で ある。この図では、火災で焼けた地域での生息数が当然ながら急減 している。その

結果、焼け残 った地域に集中 して きてお り、ここでは収容力をはるかに越 えて しまっている。

このため、エサの絶対量の不足により今後もしばらくは減 じてい くと予測されている。

公園を代表するもう一つの大型動物であるBisonの 中には、火災後エサを求めて公園の外へ

と移動するものがでて きた。 しかし、・公園の外には牧場があ り牛に病気をもたらすという理由

で数百頭が人間の手によって殺された。

また、公園内の河川にはRainbowTrou#(ニ ジマス)を中心 とする魚が多 く、Fishi㎎ もこの

公園でのワイル ドライフの重要なポイソ トとなっている。 しか し今回の火災の消火作業には大

量の化学消火剤が使用されたため、火災に伴 う直接的な減少数より化学的汚染が長期に及ぶの

ではとい う問題が生 じて きた。

C.観 光客 ・観光産業

しばらくは大火災によるイメージダウソのため、観光客数が減少するのではと心配されてい

た。 しか し翌夏には、なんと公園開園以来3番 目に多い200万 人が入園する結果 となった。無

惨な焼け跡自体が、新 しい観光ポイソトとなったことに対 し公園当局と業者は苦笑 した。その

例として、地元のガソリソスタソド業者は、一時火災直後閉鎖 したが、消火作業の展開と合せ

消防車や作業車向けに開店、冬場はスノーモー ビル客相手に細々と稼業 し続けていたのが幸い

して、夏には開業以来の高収益をあげるとい う状況だったという。 しか し、それでもこの逆異

常現象は火災直後の年だからであり、その後は下降 しだすのではと心配の声 もあがっていた。

4.自 然観と今後の問題

A.経 過の中から

1988年 初夏、落雷による火災が例年 より多 く名地で発生 しだした。 しかし国立公園当局は、

消火には当らず放置 した。それは、落雷による自然発火はそれ自体自然の営みであ り、そのよ

うな現象をくり返 して現在の森林が存在 しているのだからという考え方からであった。
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かつては、初期消火に務めて きたのだが、1960年 代に、全米で環境保護運動が盛 り上がり

「原生自然法VtlildernessAct」 の制定(1964)を みた。さらに運動が拡大する状況下で1972

年にこの方針を決定 して以来、16年 間はそれを通 してきた。もちろん、この間毎年火災は発生

してきたが、放置 していてもいずれ自然鎮火してきた。

ところが今夏は、出火地点が異常に多 く、 しかも図1・2に 示すごとく公園内のほぼ全域で

莞生 し、そ こからパッチ状に拡大 しだ した。それで もしばらくは、従来の方針にしたがって自

然の成 り行 きにまかせておいた。 しか し火災域が一層広がりだすにつれ、市民や観光客からな

ぜ消火 しないのかとの疑問が出だ した。特に火災現場の近 くで、観光客を目当てに成立 してい

る集落や街からは客のキャソセルが続出 していた こともあり、早 く手を打たねぽいずれ大変な

事態に至 り、商売ができな くなるとの心配から苦情が高まってきた。また、テレビや新聞等マ

スコミが連 日火災の状況を、炎をズームアップでとらえ、空からは拡大の様子をリアルに報道

し、大騒ぎしていた。それを視聰している国民か らも非難の声が徐々に大 きくなってきた。同

時に公園当局も、今回は通常年の火災状況とは違い異常な事態に至 りつつあること、またこの

夏の気象データ自体が、最近にない早魑の様相 を示 していることを考慮 しつつあった。

そ うして・とうとう今回は火災がかな り進行 している最中の7月 に至って消火することに方

針を変更した。ところで、消火作業に入 ったものの延焼中の火災は、すでに手がつけられない

勢いであうた。最初は落雷地からの小 さな火災であっても、一たび森林へ延焼 しだすと、炎は

ものす ごい熱対流を起 こして上昇気流を生 じ、時速100㎞ 以上の烈風となって周囲(特 に風下)

へと火炎が広がっていき、手がつけられな くなるのである。

周辺地域の消防隊の応援 くらいでは間に合わず、急遽軍隊(陸 軍と海兵隊)の 出動を要請 し、

7月11日 から本格的に陸と空から消火作業が近代器機 と大量の化学消火材を使用 して行われる

ことになうた。 まさに、史上最大規模の森林消火作戦がその後約2ヶ 月間にわたって展開され

ることになった。

その結果、鎮火までには、延べ3万 人が動員 されたのである。 しか し、このような大規模な

消火作業を展開したものの最終的な消火には9月 中旬からの降雪をまたねばならなかった。

このような状況であった こともあり、事態が沈静化するにつれ、今回急遽方針を変更 して途

中から多 くの人員と物量を投入 した消火作戦の効果をはた してどう評価するか。一方、従来の

方針通 り消火していなかったとしたら、どのような結果に至 っていたのであろうか、が問われ

て きた。 これらのことを考慮 しつつも、今回の一連の状況を教訓として、これからの火災はど

う対処すぺきかが最大の問題となっている。 しかし、現在 も検討中とい うことでまだ結論には

至っていないようだ。

ただ、今回途中から方針を変え消火作業に入ったことから、今後は消火をまった くや らない

訳にはいかなくなった。さらに消火作業を行 うならば、やは り初期消火が重要であ り、火災発

生 と同時にその火災への即時判断を迫 られることになったと公園当局も受け取っている。翌夏

発生 した小規模な落雷火災に対 して、ただちに消火作業を行い消 し止めていることからも戸惑

いを隠せないでいることがわかる。

ここで、改めて自然発火火災の場合は消火をしないことにした理由をふ り返っておこう。国

立公園は、守ってい くべき自然ではあるが、大 きな植物園でも動物園でもない。だから人間の

不始末か ら発生 した火災や自然発火による火災ではあるが、公園内の施設が類焼 しそ うな場合

の消火は当然として、自然発火による火災はその結果 自体が自然の営みの中で生 じてきた自然

の姿であり、放置 しておくのが良いと判断 したのである。

Yellowstone公 園は世界最古の国立公園とはいえ、まだ指定後116年 の歴史を経過 したにす
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ぎない し、今回程度の火災は、ほぼ100年 単位で発生 して くるものであるらしい。例えば1700

年、1850年 に今回のような大火災を起 こしているという。

この地域でも、国立公園に指定以後、火災を人為的にコソ トロール してきたため、かつての

湿原が草原に、草原は恋林になってきており、それが引いてはここに生息する野性動物の種や

数にも影響 しているとされ、やはり永い間に徐々にではあるがこの地域の生態系へ人為が加わ

りすぎたことがわかっているのである。

とはいえ、国立公園として指定 した以上、人手ができるだけ加わ らない自然を残すように保

全すること、一方では訪れる人々に楽 しみを提供する場でもあるとい う目標を持つわけで、こ

の 目標自体に相反する大きな矛盾があることは明白である。それではどこまで人為で管理すぺ

きか。やは り今回の火災は国立公園がかかえている問題を改めて浮き彫 りにした点に大きな特

徴があった。

B.大 火災後の現状からみた森林火災の予測

筆者が訪れた1991年7月 は大火災から丁度3年 目であった。まず訪れるに際 し、大火災の5

年前の雪解期の春と緑に包まれた夏の状況を回想 していた。公園に近づくにつれ、広大な原生

林のほぼ50%以 上が焼けたとい うことを思 うにつけ暗い気分になっていた。

公園には6ヶ 所 の入 口があ るが、比較 のためかつて数回出入 りした ことのあるWest

Entranceか ら入うた。なんと入園直後 から火災による延焼地帯が現れた。ほぼLodgepole

pineの 単一樹相に近い林は残っているが、上方にあるはずの青い葉が無 く幹だけである。車中

からしばらくその様子を観察 しつつ走る。強 く焼けているところで下車 し林内に入ると燃え残

りの半分炭化 した木々が黒 コゲ状態で倒れている。特に激 しく焼けたと思われるところでは表

層土 も赤 く変色 しており、下草が殆ど生えていない。

MadisonJanctionに 至 るまでに、数 ヶ所で下車 し涜け跡の状況をフィール ドノー トに詳細

にチェックし写真で記録に残す。

一方、火炎が樹林の上方のみをかすめる様に して通過 して行 ったと思われるところでは、樹

林内に立ってみると枝葉が焼け落ちているため太陽光線が地面にまで差し込んでお り、全体に

林内は明るい。それでも良く観察すると枝葉が無いだけではなく、樹幹の表皮も上方程焼けて

お り林 とはいえ皆立枯れ状態である。すでに3年 を経ているだけに、焼けていない緑の樹林帯

域に対 し延々と続 く灰色の立枯れ林は異様な光景である。

その後i主 要な火災地域は見てまわうたが、どこともほぼ同様な状態の景観が続いていた。

著名な間欠泉01dfaitl血1背 後のかつて緑につつまれていた山なみも良 くみると全体が焼けて

灰色の樹林 と化 していた。

筆者は火災の研究を専門としている訳ではないが、現在焼け残 った延々と続 く立枯れ樹林地

域に再び落雷 した場合どうなるのであろうかと考えた。半ば焼けの立枯れ状態なので一層燃え

やすいのではないかという心配が強 く印象に残 うている。 もしそうなれば、 また新たな問題が

生 じて くるであろう、とにか く、ここでは立枯れ状態の樹林 も自然の営みのなかで生 じた姿 と

みているため、これを処理 ・除去 したり、その跡に植林をするような考えは一切無いのである。

火事後の処理でも、我が国との考え方の相違をつ くづ く思い知 らされた。

5.さ いごに

今回大規模な森林火災と、火災への対処の仕方、およびそのための背景にある自然に対する

考え方にっいて、現地を観察 した結果 とざらに入手 してきた資料 ・文献をま じえて、様々な事

実を学ぶことができた。
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筆者にとっては、改めて自然と人間とのかかわりや接 し方について考えてみる良い機会であっ

た。

特に、我が国とU.S.Aと での自然管理に対する理念の相違 がもたらす接 し方の違いを、今

回の森林火災の経過 を通 して知ることができた。

我が国の場合であれば、たとえ人里離れた山地であれ、またどのような状況下で発生 した火

災であれ、消火せねば資源としての森林の焼失による被害だけでなく、山間にも人家が散在 し

てお り、被害は深刻 となるからである。

また、同 じ国立公園といえど、U.S.Aで はその目標に可能な限 り自然状態を維持す るため

に管理するという基本的理念をはっきり持って接 している点、公園内外での観光開発が進み、

環境破壊が大きな問題 となっている我が国とでは大きな相異があることを教えられたのは有意

義であった。

今後も筆者は地形r地 質調査のためU.S.Aを 訪問する予定 を持 っているので、その都度こ

の地 も訪ね、焼け跡のその後の変化状態 を記録 し続けてい きたい。それにより、U.S.A的 自

然の実態 と思考や管理などについての理念を、具体的にこの公園での状態 を通 して追跡 し、考

察を一層深めていきたいと考えている次第である。
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Summary

YellowstoneNationalparkisthelargestforestparkintheUnitedStates.Itisfamousfor

itsgaysersaswe皿asfbritsnumerousbiso恥elkandmooseamongotherfomsofwildlife.

Inthe'summerof1988,thelargestfireinthehistoryoftheParkconsumedlargeportionsof

itsforestaswellasburningsurroundingareas.Thisauthorvisitedthatparktwicein1983,

onceinMayandagaininAugust,fullyenjoyingitswonderfulnaturalenvironment,soof

courseIwassurprisedandfeltgreatregretwhenIheardabouttheconflagrationthat

occurredthere-ThreeYearsafterthefire,thisauthorrevisitedYellowstoneandhada

chancetoobserveconditionsafterthefireandtheprocessofitsrecoveryaswellastocollect

dataontheparkandaboutthegreatfire.DuringthisvisitIbecameawareofthegreat

differencesinthinkingbetweentheU.S.andJapanaboutforestfiresandnationalparks.

Thisawarenesspromptedmetowritethispaper.

The1988firesinYellowstoneP肛kwerecausedbylightning.The丘resstartedinseveral

placesandspreadrapidly.Asaresult,9,000kdwhichis44.5!60ftheParkwasburnedinthe

threemonthsbetweenJuneandSeptemberof1988.Thisisanareaofabouthalfthesizeof

ShikokuIslandinWesternJapan.

In1972,theU.SNationalParkServicedecidednottoextinguishfiresthatwerebegunby

naturalcausessuchaslightninginnationalparks.However,inthesummerof1988there

wasa画ordroughtintheUnitedStates,anditwasduringthatperiodofabnormalclimate

thatnumerouslightningstrikesoccurredinYellowstoneParkandvicinity.Firesspread

=apidlyuntilthepeopleinthevicinityoftheParkbegandemandingthatthe血8Sbefought

andputout.Inaddition,dailyZ`Vcoverageofthespreadingfiresledthepublictocriticize

止eauthoritiesfornotfighting.thefiresinandnearthePark.Thislnedia-inspiredpublic

pressureresultedintheParkservicechangingitspolicy,anditstartedfightingthefiresin

thePark.Howeverbythattimethefireshadspreadtosuchanextentthattheywere

beyondcontrol.FederalArmyandMarinetroopswereorderedtojointhebattleagainstthe

fires,fightingthembothfromtheairandontheground.Thisprovedtobethelargest

丘refightingexperience血history,involvingsome3,000fire-fightersandaoostof$111,333,623.

Despitethismassiveeffort,thefirescontinuedtoburnuntilsnowbegantofallinmid‐September,

andit-wasultimatelythatwhichfinallyextinguishedtheflames.

Afterthefireswentout,therewasacontinuingcontroversyastowhetherthefiresshould

havebeellibughtorlefttonature.Whilepeoplearestillarguingaboutth蛤,止edeepscare

ofthatgiantconflagrationremain.

If.firesstartedbynaturalcausesoccuragain,theclimaticconditionsofthatpaれicularyear

shouldbepartofa .comprehensiveconsiderationaboutwhattodo,fightthefireordustletit

burnitselfout.Inanyevent,ifadecisionisnotmadeearlytoputthefireout,itwill

spreadbeyondcontrolaswasthecaseinYellowstoneParkin1988.

InJapan,sincetherearebuildings,villagesandhousesinthenation'sforestedmountains,

allforestfiresmustbeextinguished.A丘erthefireisputout,theremainsoftheburnt

forestareclearedandnewtreesplantedrightaway.However,inYellowstone,theburned

landscapeofthenaturallystartedfirewasleftuntouched,andanyonewhowishestocango
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thereandseewhatremainsforhm/herself.

Uponvisiting廿iesituofthegreatfirein1991,thisauthorcouldnothelpbutbedumbfounded

bytheawfulsceneryofburnttimbersthatwentonandonanywherehelooked.Thiswas

insharpcontrasttowhatYouwouldseeinJapanundersimilarcircumstancesandpointedout

thegreatdifferenceinthesenseofnatureandnationalparksmanagementthatexistsbetween

continentalUnitedStatesandtheJapanesearchipelago.

ThisauthorplanstovisittheUnitedStatesagaininthefutureforvarioussurveys,andT

willmostcertainlyvisitYellowstoneFarkagaintofollowitspost-firechanges.Also,Twill

bewatchingtoseeifandhowthegreatYellowstonefireof'88influencesordoesnot

influence・theU.S.NationalParkService'sapproachtofutu]目enationalparkfines.


